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び
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廃
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や
素
炭
化
酸
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け
届
を
素
養
栄
や
素
酸
に
胞
細
の
体

　

。
た
し
ま
い
が
か
う
を
話
お
に
生
先
長
院
弘
俊
沢
丹
の
医
門
専
器
環
循、
け
受
を
査
検
る

く
そ
う
こ

ろ
も

い
け
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」
き
い
き
い
管
血
、
ら
さ
ら
さ
液
血
「

は
管
血
。
す
で
事
心
関
な
き
大
は
康
健
の
管
血す

。
60

を
態
状
の
管
血
の
分
自
て
し
に
前
を
歳

・
Ｖ
Ｗ
Ｐ
。
す
で
機
動
た
し
診
受
、
回
今
が
私

。
た
し
ま
け
受
を
査
検
液
血
て

沢
丹

な
く
脆
く
硬
が
脈
動
は
で
症
化
硬
脈
動

　

く
な
は
で
け
だ
る

、「
狭
窄
」

な
く
狭
が
腔
内
で
と
こ
る
す
厚
肥
が
体
自
壁
の

。
す
ま
出
が
状
症
る
な
く
悪
が
流
血
、
り

で
で
層
３
の
膜
内
、
膜
中
、
膜
外
は
壁
管
血

　

齢
加
が
膜
中
、
は
に
化
硬
脈
動
。
す
ま
い
て
き

し
窄
狭
、
し
厚
肥
が
膜
内
管
血
、
と
化
硬
純
単

い
て
れ
さ
と
玉
悪
。
う

る
「

テ
ス
レ
コ
Ｌ
Ｄ
Ｌ

ル
」

る
す
着
沈
に
下
膜
内
ら
か
中
液
血
が

て
き
に
し

、「

ク
」

に
り
ま
固
う
い
と

て
し
長
成
に
う
よ
る
が
上
り
盛
に
々
徐
、
り
なに

な

て
い
る
の
で
、
粥

。
す
ま
れ
ば
呼
も
と
腫

常
異
質
脂

症
（

血
脂
高

症
）

血
高
、
病
尿
糖
、

が
腔
内
、
り
な
く
厚
が
壁
の
管
血
と
る
す
長
成

養
栄
や
素
酸
な
分
十
に
官
器
や
織
組
の
先
ら
か

梗
筋
心
や
症
心
狭
が
れ
こ
、
り
な
く
な
か
届
が

の
中
卒
脳
る
あ
の
プ
イ
タ
か
つ
く
い
や
化
硬
脈

る
す
窄
狭
が
管
血
。
す
ま
り
な
に
つ
一
の
因
原

、
り
が
上
は
圧
血
と
う
よ
し
持
保
を
流
血
、
と

。
す
ま
り
か
掛
が
担
負
も
に
臓
心

で
ん
が
は
位
１
第
の
因
原
亡
死
の
人
本
日

、
で
中
卒
脳
が
位
３
、
病
臓
心
が
位
２
、
が
す

中
卒
脳
と
病
臓
心
る
わ
関
く
深
と
康
健
の
管
血

年
て
せ
わ
合
を

間
30

。
す
ま
れ
わ
い
と

沢
丹

筋
の
臓
心
。
す
ま
い

肉
（
心
筋
）

送
を
液
血
に

状
冠
の
こ
。
す
ま
い
い
と
脈
動
状
冠
を
脈
動
る

む
進
が
化
硬
脈
動
で
脈
動

と
「

心
狭
性
作
労

症
」

る
れ
ら
け
付
め
締
、
し
足
不
に
的
時
一
が
給
供

脈
整
不
、
れ
切
息
、
悸
動
や
み
痛
の
胸
な
う
よ

化
硬
脈
動
が
ろ
こ
と
。
す
ま
出
が
状
症
の
ど
な

い
な
れ
現
が
状
症
、
も
て
い
で
ん
進
り
な
か
が

窄
狭
の
管
血
。
す
で
の
な
ろ
こ
と
な
介
厄
が
の

れ
こ
、
て
し
と
％
０
０
１
を
態
状
い
な
が

が
20

10

。
す
ま
り
な
に
う
よ
る
す
現
出
が
状
症
症

物
薬
、
は
に
療
治
患
疾
心
性
血
虚
た
し
う
こ

　

ル
バ
る
げ
広
し
押
を
位
部
窄
狭
て
せ
ま
ら
膨
を

さ
。
す
で
事
仕
の
医
科
内
器
環
循
ち
た
私
は
れ

れ
ば
呼
と
ト
ン
テ
ス
に
船
風
、
は
で
近
最
に
ら

内
管
血
、
し
着
装
を
管
た
き
で
で
網
の
属
金
る

を
窄
狭
再
て
し
置
留
ま
ま
の
そ
に
後
た
げ
広
で

術
手
的
科
外
。
す
ま
い
て
れ
ら
と
が
法
方
ぐ
防

。
す
ま
れ
わ
行
が
術
手
ス
パ
イ
バ
脈
動
大
は
で

を
子
様
、
り
あ
で
性
過
一
が
作
発
の
症
心
狭

　

性
急
緊
、
て
し
対
に
の
る
き
で
療
治
ら
が
な
見

梗
筋
心
。
す
で
塞
梗
筋
心
性
急
が
の
る
す
要
を

血
、
れ
が
塞
ど
ん
と
ほ
が
脈
動
状
冠
、
は
で
塞

な
と
性
急
。
す
ま
り
な
く
な
か
届
に
筋
心
が
液

挙
が
と
こ
る
ま
詰
が
脈
動
状
冠
で
栓
血
た
き
で

け
受
が
療
治
な
切
適
に
内
間
時
。
す
ま
れ
ら
げ

至
に
死
然
突
で
ど
な
裂
破
臓
心
、
脈
整
不
、
下

年
、
ば
え
い
で
け
だ
塞
梗
筋
心
性
急
。
す
で
要間

15

亡
が
割
３
の
ち
う
の
そ
、
し
症
発
が
人
万

窄
狭
る
よ
に
化
硬
脈
動
、
は
ど
ほ
先

　

が
20

10

起
が
作
発
の
症
心
狭
で
階
段
だ
ん
進
で
ま
％

、
は
合
場
の
塞
梗
筋
心
、
が
た
し
ま
い
い
と
る
き

れ
そ
が
窄
狭
、
り
な
異
し
少
が
み
組
仕
の
症
発

。
す
ま
き
起
も
で
階
段
い
な
い
で
ん
進
ど
ほ

重
、
が
と
こ
る
知
を
状
現
の
管
血
す
ま
す
ま

私
ず
ま
で
ら
ち
こ
、
回
今
。
ね
す
ま
り
な
に
要

Ｖ
Ｗ
Ｐ
（
査
検
波
脈
圧
血
「
は
査
検
た
け
受
が

き

く
さ
う

え　

し
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管
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、
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。
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で
事
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関
な
き
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健
の
管
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。
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を
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状
の
管
血
の
分
自
て
し
に
前
を
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で
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動
た
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受
、
回
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が
私

。
た
し
ま
け
受
を
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検
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血
て

沢
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く
脆
く
硬
が
脈
動
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で
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化
硬
脈
動

　

く
な
は
で
け
だ
る

、「
狭
窄
」

な
く
狭
が
腔
内
で
と
こ
る
す
厚
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が
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自
壁
の

。
す
ま
出
が
状
症
る
な
く
悪
が
流
血
、
り

で
で
層
３
の
膜
内
、
膜
中
、
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外
は
壁
管
血

　

齢
加
が
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中
、
は
に
化
硬
脈
動
。
す
ま
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て
き

し
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、
し
厚
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れ
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中
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す
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が

の
中
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あ
の
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つ
く
い
や
化
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が
管
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。
す
ま
り
な
に
つ
一
の
因
原

、
り
が
上
は
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血
と
う
よ
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持
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を
流
血
、
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掛
が
担
負
も
に
臓
心

で
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が
は
位
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第
の
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亡
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の
人
本
日

、
で
中
卒
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が
位
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病
臓
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が
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、
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す

中
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と
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臓
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わ
関
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深
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管
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の
臓
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性
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と
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適
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。
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破
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、
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整
不
、
下

年
、
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え
い
で
け
だ
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。
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し
症
発
が
人
万

窄
狭
る
よ
に
化
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、
は
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ほ
先

　

が
20

10
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が
作
発
の
症
心
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で
階
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だ
ん
進
で
ま
％

、
は
合
場
の
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筋
心
、
が
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ま
い
い
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き

れ
そ
が
窄
狭
、
り
な
異
し
少
が
み
組
仕
の
症
発

。
す
ま
き
起
も
で
階
段
い
な
い
で
ん
進
ど
ほ

重
、
が
と
こ
る
知
を
状
現
の
管
血
す
ま
す
ま

私
ず
ま
で
ら
ち
こ
、
回
今
。
ね
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ま
り
な
に
要

Ｖ
Ｗ
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（
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検
波
脈
圧
血
「
は
査
検
た
け
受
が

き

く
さ
う

え　

し



査
検

）

Ａ
（
査
検
比
圧
血
腕
上
節
関
足
「
と
」査

検
Ｉ
Ｂ

）

。
た
し
ま
い
行
に
時
同
で
械
器
の
つ
一
は
査
検

右
左
と
腕
上
の
右
左
、
ク
イ
マ
音
心
に
ろ
こ
と

カ
に
所
カ
4
の
首
足
の

フ
（
腕
帯
）

付
き
巻
を

。
す
で
の
も
う
い
と
る
測
を
圧
血
に
時
同
、
て
け

沢
丹

よ
に
動
拍
の
臓
心
、
は
で
査
検
Ｖ
Ｗ
P

　

る
わ
伝
を
脈
動
が
」
波
脈
「
る
じ
生
で
力
圧
る

が
方
の
腕
上
い
近
に
臓
心
。
す
ま
り
測
を
度
速

時
の
で
ま
く
届
に
首
足
ら
か
こ
そ
。
く
届
に
先

脈
動
。
す
で
の
る
か
わ
が
度
速
る
わ
伝
の
波
脈

う
よ
る
わ
伝
く
速
は
波
脈
、
と
る
な
く
硬
が
壁

、
と
く
叩
を
管
鉄
い
硬
ば
え
例
。
す
ま
り
な
に

。
ね
よ
す
ま
り
わ
伝
く
速
が
音
も
り
よ
管
土

左
、
秒
／
㎝
８
８
２
１
右
、
は
果
結
の
回
今

　

れ
こ
。
た
し
で
秒
／
㎝
７
９
２
１

は
56

健
の
歳

れ
こ
。
す
で
値
数
な
的
均
平
ぼ
ほ
の
性
男
な
康

て
し
に
齢
年
、
と
る
え
超
を
０
０
６
１
が

は

「

の
管
血
。
す
ま
り
な
に
と
こ
う
い
と
」
い
硬

み
進
に
も
と
と
齢
加
は
値
均
平
の
さ
硬

、
80
歳Ｗ

Ｐ
。
す
ま
り
な
に
０
０
６
１
は
準
標
の
性
男

よ
る
え
超
く
き
大
を
準
標
が
値
定
測
の
査
検
Ｖ

、
り
お
て
し
行
進
が
化
硬
脈
動
、
は
合
場
な
う

ク
ス
リ
の
ど
な
塞
梗
筋
心
、
症
心
狭
や
中
卒
脳

。
す
ま
り
な
と
要
必
が
療
治
な
的
極
積
、
は

右
左
、
は
Ｉ
Ｂ
Ａ
た
べ
調
に
時
同
と
Ｖ
Ｗ
Ｐ

　

首
足
（
率
比
の
圧
血
の
腕
上
と
首
足
の
側
じ
同

圧
血
期
縮
収

÷

脈
動
、
で
）
圧
血
期
縮
収
腕
上

通
。
す
で
査
検
る
み
を
度
程
の
塞
閉
や
窄
狭
の

、
じ
同
と
腕
上
が
れ
こ
、
が
す
で
の
す
示
を
値

首
足
ら
か
腰
に
主
、
と
る
な
と
い
低
は
い
る
あ

血
、
き
起
が
塞
閉
や
窄
狭
た
し
と
因
原
を
ど
な

１
足
右
、
は
果
結
の
査
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
回
今

　

・

25

１
足
左
、

・
16

れ
こ
。
た
し
で
囲
範
常
正
で

や
腰
が

の
肢
下
の
り
た
あ
の
膝
、
根
け
付
の

と
る
な
に
下
以
８
・
０

、「

脈
動
性
塞
閉
肢
下

痛
と
く
歩
、
り
た
れ
ら
じ
感
く
た
冷
、
く
る
だ

。
す
ま
出
が
状
症
の
ど
な
む

腕
上
の
右
左
じ
同
ど
ん
と
ほ
は
常
通
、
た
ま

　

腕
左
。
す
ま
り
あ
が
と
こ
る
出
が
差
に
圧
血
の

場
の
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の
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。
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が
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で
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動
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が
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つ
に
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。
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が
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思
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。
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に
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は
動
運
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、
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ら
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の
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と
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